
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 〔※ 裏面：放送内容〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和光中学校道徳通信      

           

 
令和７年４月２３日 

第 １ 号 

☆ １年生 ☆ 

○ 夢や目標をかなえるためには、「頑張りたいこと」、「そのために何ができるか」を紙に書き、実際

にやってみることが大切だと分かった。 

〇 大きな目標を立て、それを達成する努力だけでなく、運や人間性のような面も夢をかなえるため

には必要だと感じた。 

☆ ２年生 ☆ 
○ マンダラチャートを書くのは大変で難しかったけれど、作業が楽しく感じられたのは、目標を自身
の好きなことに設定したからだと思う。これから、書いた項目を確実に達成できるよう、１つ１つ
思い出しながら目標に近づけていきたい。 

〇 マンダラチャートに書いた 81 項目をもとにしっかりと計画性をもち、試合に挑むことが大事だ
と思った。 

〇 目標を実現するためには、目標達成までの過程を逆算して、その手順をこなすことが大切だと知
った。 

〇 大きい目標を達成するには、まずは身近にある小さな目標を続けることが必要。その小さな目標
の積み重ねが、大きな目標への自信に近づいてくるのだと思う。 

☆ ３年生 ☆ 

○ 夢や目標を実現するために毎日の練習だけでなく思いやりなども大切だと思った。地道なことで

も努力して進むことが目標を実現するためには必要。 

〇 マンダラチャートは練習面だけでなく人間性や運も大切だと知った。夢や目標を実現するために

は強い心と地道な努力をすることが大切。 

〇 期限や数字を入れることで、何を努力していけばよいかが見える化できるので目標に近づけると

思った。 

〇 大谷選手のような才能ある人でも日々努力して試合に臨んでいるし、目標を明確にして練習する

ことで目標を達成しやすくなると分かった。 

 

和光中学校では、毎月「道徳の日」に、さまざまな人の生き方や社会情
勢について話を聞き、自分自身の心と向き合いじっくり考える時間をもっ
ています。 
今年度、１回目は大谷翔平選手のマンダラチャートを紹介しました。現

在、大谷選手の活躍がテレビや新聞で連日放送されています。悲しい事件
や災害などのニュースが多い中、日本人選手の活躍は、私たちの希望にな
っています。今回は、そんな大谷選手がどのようにして世界で活躍できる
選手へと成長できたのか、彼の学生時代にさかのぼり、その秘密を探りま
した。各自のマンダラチャートを取り入れ、ぜひ目標を実現させてほしい
です。 
 



『二刀流・大谷翔平 マンダラの約束』2025/4/22実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「もっともっと超えたい数字が、たくさんあります。」二刀流としてシーズンを戦い抜き、投打に確

かな結果を残したメジャー４年目の２０２１年を振り返って大谷選手は語る。 

大谷選手といえば、岩手県花巻東高校から２０１３年にドラフト１位で北海道日本ハムファイター

ズに入団したのち、２０１８年からメジャーリーグのロサンゼルス・エンゼルスと契約。最速でアメ

リカンリーグの週間ＭＶＰを獲得するなど、ピッチャーとバッターの「二刀流プレーヤー」として活

躍を続けている。高校入学当時は、まさか自分が１６０キロを投げられるようになるなんて思ってい

なかったそうだ。一体どのようにして数々の目標を達成してきたのだろうか。 

 花巻東高校時代、佐々木監督の教えによって、大谷選手を含めた野球部員は全員「マンダラチャー

ト」という目標達成シートを作っている。このシートは、「９×９」の８１個のマスの真ん中に一番大

きな目標（夢）を書き、それを達成するために必要な要素を周りの８マスに書く。さらにその８つの

要素を実現するために必要な行動目標を８つずつ書き込んでいくというものだ。高校生時代の大谷選

手が「マンダラチャート」の中心に書いた夢は、「８球団からのドラフト１位指名」だった。 

 紙に書く時に期限と数字をしっかり入れるということが大事だという。例えば、「毎日バットを振

る」ではなく、「毎日何分間」「毎日何本振っていく」など具体的に書く。それを書くことによって、

いつまでにやらなければいけないということをしっかりと考えながら取り組むことができるので、ぼ

んやりと思い描いていただけの夢や目標が、「そこに行き着くためには、どうすればよいのか」がく

っきりと見えるようになるという。大谷選手だけでなく、花巻高校野球部全員がこの「マンダラチャ

ート」をすぐ見ることができるように部屋やトレーニングルームの天井に貼っていた。 

 また、大谷選手は「マンダラチャート」に練習面のことだけではなく、「運」や「人間性」の項目を

入れた。「運」のところには、ゴミを拾うや道具を大切に使う、審判さんへの態度、「人間性」のとこ

ろには、感謝や礼儀、思いやりという内容を書いた。最後試合に勝つか負けるかの微妙なラインはそ

ういう「運」や「人間性」などの微妙なところで左右されると思うからだ。大谷選手が普段の生活や

練習で大切にしていることは、気づいたらゴミを拾うこと。だいたいの人はゴミが落ちていることに

気づいても通り過ぎていく。そこで戻って拾えるかどうかの差が普段の練習にも出てくるのではない

かと考えた。楽な方向に進んでいくことは簡単だが、正しい方向に進んでいくことはすごく大変で難

しい。だからこそ、しっかりと自分自身で制御して、正しく行動できるかどうかということがとても

大事だ。常にそういった部分をしっかりやっていけば、「このバッターよりも自分はちゃんとやって

きた、誰よりもしっかりと野球に向き合いながら取り組んできた」という自信になり、大事な場面に

なった時に思い切ってプレーできるのだという。 

 「誰にも負けたくない」、「必ずプロ野球選手に 

なる」という強い心や地道な練習を積み重ねる努 

力、正しい道に向かってまっすぐ進む努力があっ 

たからこそ、大谷選手の現在がある。それに加え 

て、常に目標を明確にし、その目標に向かって、 

今何をすればよいのかを具体的に考えて行動する 

ことが、夢に近づく第一歩なのだと大谷選手は私 

たちに教えてくれている。現地メディア、チーム 

メイトからも今なお成長途上であると評される大 

谷選手。彼の進化はまだまだ止まることはないだろう。 

 

 


